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「審判対象論」の功罪（一）﻿
 

論　
　
　

説「
審
判
対
象
論
」
の
功
罪
（
一
）

松
　
　
田
　
　
岳
　
　
士

一　

は
じ
め
に

　

⑴　
「
審
判
対
象
論
」
と
は
、「
審
判
の
対
象
は
訴
因
か
公
訴
事
実
か
」
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
「
訴
因
と

公
訴
事
実
は
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
か
」
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
議
論
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
の
構
造
の
職
権
主
義

か
ら
当
事
者
主
義
へ
の
転
換
を
直
接
反
映
す
る
理
論
と
し
て
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
、「
刑
訴
法
」
と
い
う
）
の

「
基
礎
理
論
」
の
中
心
に
お
か
れ
て
き
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
審
判
の
対
象
は
訴
因
か
公
訴
事
実
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
が
予
定
す
る
刑
事
手
続
の
当
事
者
主
義

的
基
本
構
造
に
即
し
た
説
明
と
し
て
は
、「
審
判
の
対
象
」
を
訴
因
に
求
め
る
い
わ
ゆ
る
「
訴
因
対
象
説
」
が
優
れ
、
そ
の
後
の
学
界

お
よ
び
実
務
の
大
勢
も
訴
因
対
象
説
的
な
理
解
が
通
説
と
な
る
に
至
り
、「
審
判
対
象
論
の
歴
史
的
使
命
は
こ
こ
に
果
た
さ
れ
た
」
と

の
評
価
が
あ
る
。
他
方
、「
訴
因
と
公
訴
事
実
は
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
訴
因
対
象
説
の

下
で
、「
現
行
法
に
な
っ
て
初
め
て
現
れ
た
二
つ
の
条
文
上
の
術
語
で
あ
る
『
訴
因
』
と
『
公
訴
事
実
』
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
意
味
内
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容
を
付
与
す
る
こ
と
は
無
意
味
」
で
あ
る
と
の
見
方
が
有
力
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
審
判
対
象
論
」
に
お
い
て
は
、
当

初
、「
審
判
対
象
は
訴
因
か
公
訴
事
実
か
」
と
い
う
か
た
ち
で
、「
二
つ
が
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
鋭
く
問
題
提
起
」
が

な
さ
れ
た
が
、
通
説
と
な
っ
た
訴
因
対
象
説
に
お
い
て
は
、「
結
論
と
し
て
公
訴
事
実
の
実
体
的
意
味
」
が
「
無
内
容
化
」
さ
れ
、
現

在
で
は
、「
審
判
の
対
象
＝
訴
因
＝
公
訴
事
実
＝
検
察
官
の
主
張
す
る
犯
罪
事
実
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
」、
あ
る
い
は
、「
訴
因
」

と
「
公
訴
事
実
」
は
「
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
つ
あ
れ
ば
足
り
る
文
言
で
あ
る
」
と
す
る
理
解
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
方
の
下
で
、
─
─
お
そ
ら
く
は
、
立
法
者
の
「
言
葉
使
い
」
は
不
完
全
で
あ
り
、「
刑
訴
二
五
六
条
で
、

起
訴
状
に
『
公
訴
事
実
』
を
記
載
せ
よ
と
い
う
の
は
、
お
か
し
い
」
と
の
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
の
問
題
認
識
を
継
承
し
て
─
─
「
訴

因
対
象
説
を
徹
底
す
れ
ば
、
旧
来
の
公
訴
事
実
の
観
念
は
無
用
に
な
る
は
ず
だ
」、「
ほ
ん
と
う
は
、
二
五
六
条
二
項
の
第
二
号
は
『
公

訴
事
実
』
の
代
わ
り
に
『
訴
因
』
と
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
」、
さ
ら
に
は
、「『
公
訴
事
実
』
の
語
を
現
行
法
の
条
文
か
ら
削
除

す
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
立
法
論
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
主
張
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、「
そ
の
後
も
時
と
し
て
現
れ
る
審
判
対

象
を
訴
因
と
し
な
が
ら
、
旧
法
以
来
の
《
公
訴
事
実
》
概
念
な
い
し
そ
の
亜
流
を
構
成
し
て
組
み
合
わ
せ
る
議
論
」
は
、「
理
論
と
し

て
混
濁
し
て
〔
い
る
〕」
な
ど
と
評
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

⑵　

こ
の
よ
う
に
、「
審
判
対
象
論
」
に
お
い
て
通
説
と
な
っ
た
訴
因
対
象
説
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
、
単
に
「
審
判
の
対
象
」
は

訴
因
で
あ
る
と
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
公
訴
事
実
の
観
念
を
無
用
」
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
訴
因
と
公
訴
事
実
の
文
言
は
、「
ど
ち

ら
か
一
つ
あ
れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
見
方
が
有
力
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
公
訴
事
実
概
念
不
要
論
」
に
は
、
刑
訴

法
の
文
言
を
無
視
す
る
点
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、「
公
訴
事
実
」
概
念
が
、
と
り
わ
け
訴
因
の
特
定
や
変
更
に
関
わ
る
諸
問
題
を
考

察
す
る
に
あ
た
っ
て
も
つ
理
論
的
意
義
を
看
過
す
る
点
に
お
い
て
、
根
本
的
な
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
公
訴
事
実
」
と
は
、「
公

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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訴
の
対
象
事
実
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
同
概
念
を
「
実
質
的
に
意
味
の
な
い
も
の
」
に
し
、
訴
因
に
関
わ
る
様
々

な
議
論
を
一
律
に
「
審
判
の
対
象
」
の
名
の
下
に
論
じ
る
こ
と
は
、
検
察
官
の
権
限
で
あ
る
「
公
訴
」
と
裁
判
所
の
権
限
で
あ
る
「
審

判
」
の
区
別
、
ひ
い
て
は
、
両
役
割
・
機
能
の
差
異
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
、
─
─
「
判
断
者
の
役
割
」
と
「
探
究

者
の
役
割
」
を
「
明
確
に
区
別
す
る
」
こ
と
に
そ
の
主
眼
を
お
く
も
の
と
さ
れ
る
─
─
現
行
刑
事
訴
訟
の
当
事
者
主
義
的
基
本
構
造
に

即
し
た
説
明
と
し
て
の
妥
当
性
を
欠
き
、「
理
論
と
し
て
混
濁
」
し
た
も
の
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
訴
因
対
象
説
の
下
で
は
、「
公
訴
事
実
」
の
語
を
忌
避
す
る
あ
ま
り
、
訴
因
変
更
の
限
界
を
画
す
る

「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」
の
概
念
を
「
審
判
対
象
の
同
一
性
」
と
読
み
替
え
る
、
あ
る
い
は
、
実
質
的
に
「
審
判
対
象
の
同
一
性
」
の

問
題
と
し
て
扱
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
同
説
自
身
が
強
調
す
る
よ
う
に
、「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」
が
、
検
察
官
の
「
主
張
」
の
変

更
の
限
界
を
画
す
る
概
念
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、「
訴
因
と
訴
因
と
の
関
係
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
第

一
義
的
に
は
、
検
察
官
に
よ
る
「
公
訴
の
対
象
事
実
」
と
し
て
の
同
一
性
を
意
味
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
、
直
接
、

裁
判
所
に
よ
る
「
審
判
対
象
の
同
一
性
」
の
問
題
と
し
て
扱
う
の
は
、
む
し
ろ
、
職
権
主
義
的
発
想
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
訴
因
の
特
定
・
明
示
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
─
─
判
例
が
、
刑
訴
法
二
五
六
条
三
項
の
規
定
は
、「
裁
判
所
に
対
し
審

判
の
対
象
を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
被
告
人
に
対
し
防
禦
の
範
囲
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
」
し
た
上
で
、
訴
因
に
お
け

る
「
犯
罪
の
日
時
、
場
所
及
び
方
法
」
の
記
載
に
つ
い
て
、
そ
の
「
目
的
を
害
さ
な
い
か
ぎ
り
の
幅
の
あ
る
表
示
を
し
て
も
、
そ
の
一

事
の
み
を
以
て
、
罪
と
な
る
べ
き
事
実
を
特
定
し
な
い
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
こ
と
も
あ
り
─
─
多
く
の
学

説
は
、
こ
れ
を
、
も
っ
ぱ
ら
、
裁
判
所
に
よ
る
「
審
判
の
対
象
事
実
」
な
い
し
被
告
人
に
よ
る
「
防
禦
の
対
象
事
実
」
に
要
求
さ
れ
る

特
定
・
明
示
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
き
た
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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し
か
し
な
が
ら
、「
訴
因
の
特
定
・
明
示
」
が
「
公
訴
」
の
適
法
・
有
効
要
件
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
あ
り
方
は
、
検
察
官

に
よ
る
「
公
訴
の
対
象
事
実
」
に
求
め
ら
れ
る
特
定
・
明
示
と
い
う
観
点
か
ら
も
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、

「
裁
判
所
に
対
し
審
判
の
対
象
を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
被
告
人
に
対
し
防
禦
の
範
囲
を
示
す
」
た
め
に
は
、
訴
因
は
、
少
な
く
と
も

─
─
特
定
の
「
構
成
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
に
足
り
る
程
度
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
」
だ
け
で
な
く

─
─
「
他
の
犯
罪
事
実
と
の
区
別
が
可
能
」
と
な
る
程
度
に
も
特
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
他
の
犯
罪
事
実
と
の

区
別
」
可
能
性
は
、
第
一
義
的
に
は
、
当
該
訴
因
と
「
他
の
犯
罪
事
実
」
の
間
に
お
け
る
「
公
訴
の
対
象
事
実
」
と
し
て
の
異
同
、
い

い
か
え
れ
ば
、「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」、
あ
る
い
は
、「
公
訴
の
対
象
事
実
と
し
て
の
同
一
性
」
の
判
別
可
能
性
を
意
味
す
る
も
の
と

解
さ
れ
、
こ
れ
を
直
接
「
審
判
の
対
象
（
事
実
）」
の
特
定
な
い
し
限
定
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
の
は
、
や
は
り
職
権
主
義
的
な
発
想

へ
の
接
近
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑶　

そ
も
そ
も
「
訴
因
」
と
は
、「
審
判
の
対
象
」
で
あ
る
以
前
に
第
一
義
的
に
は
、
検
察
官
の
権
限
で
あ
る
「
公
訴
の
対
象
事

実
」
の
起
訴
状
へ
の
記
載
方
法
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
、
不
告
不
理
（
の
原
則
）
な
い
し
当
事
者
主
義
の
下
で
、

裁
判
所
に
よ
る
「
審
判
の
対
象
事
実
」
な
い
し
被
告
人
に
よ
る
「
防
御
の
対
象
事
実
」
と
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
を
限
定
・
画
定
す
る
機

能
を
果
た
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
で
は
、「
審
判
の
対
象
」
な
い
し
「
防
御
の
対
象
」
の
事
実
的
範
囲
を
論
じ
る
た

め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、「
公
訴
の
対
象
」
が
い
か
な
る
事
実
に
ま
で
及
び
う
る
か
と
い
う
問
題
の
検
討
を
避
け
て
は
通
れ
な
い

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
公
訴
事
実
」
あ
る
い
は
「
公
訴
の
対
象
事
実
」
の
概
念
を
「
審
判
の
対
象
事
実
」
と
区
別
し
て
論
じ
る

こ
と
は
、
む
し
ろ
、
刑
事
訴
訟
の
「
当
事
者
主
義
的
基
本
構
造
」
に
即
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
刑
訴
法
が
、
起
訴
状
の
必

要
的
記
載
事
項
の
一
つ
と
し
て
（
二
五
六
条
二
項
・
三
項
）、
ま
た
、
訴
因
変
更
の
限
界
を
画
す
る
基
準
に
お
い
て
（
三
一
二
条
一
項
）、

（
15
）

（
16
）
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裁
判
所
の
権
限
で
あ
る
「
審
判
」
で
は
な
く
、
当
事
者
た
る
検
察
官
の
権
限
で
あ
る
「
公
訴
」
の
対
象
事
実
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
「
公
訴
事
実
」
の
語
を
採
用
し
た
の
は
、
─
─
た
と
え
、
立
法
者
は
「
十
分
理
論
的
に
考
え
ぬ
い
て
言
葉
を
使
っ
て
い
る
わ
け

で
は
〔
な
い
〕
し
、
と
く
に
訴
訟
構
造
の
変
化
を
十
分
自
覚
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
〔
な
い
〕」
と
し
て
も
─
─
む
し
ろ
、
職
権
主
義

か
ら
当
事
者
主
義
へ
の
訴
訟
構
造
の
転
換
に
適
し
た
選
択
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
審
判
の
対
象
は
訴
因
か
公
訴
事
実
か
」
と
い
う
「
審
判
対
象
論
」
の
問
題
設
定
は
、
や
は
り
妥
当
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
公
訴
事
実
概
念
不
要
論
が
説
く
よ
う
に
、「
公
訴
事
実
」
の
概
念
が
「
無
内
容
ま

た
は
訴
因
と
同
じ
も
の
で
あ
る
」
点
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
同
概
念
が
、
そ
の
文
言
通
り
、「
公
訴
の
対
象
（
事
実
）」
と
し
て
、

「
審
判
の
対
象
（
事
実
）」
な
い
し
「
防
御
の
対
象
（
事
実
）」
と
並
置
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
、「
訴

因
」
と
対
置
さ
れ
る
「
審
判
の
対
象
（
事
実
）」
の
択
一
的
選
択
肢
と
し
て
扱
わ
れ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
説
と
な
っ
た
訴
因
対
象
説
に
お
い
て
公
訴
事
実
概
念
不
要
論
が
広
く
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
同
説
に

お
い
て
、「『
公
訴
事
実
』
と
い
う
古
い
用
語
の
残
存
に
抵
抗
が
感
じ
ら
れ
」、
ま
た
、「
立
法
者
」
の
「
言
葉
使
い
が
完
全
で
は
〔
な

い
〕」
と
の
認
識
が
先
行
し
た
た
め
に
、「
公
訴
（
の
対
象
）
事
実
」
の
概
念
の
性
質
お
よ
び
内
容
を
関
連
規
定
の
文
言
に
照
ら
し
て
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
以
上
に
忌
避
さ
れ
た
結
果
、
同
概
念
と
「
審
判
（
の
対
象
）
事
実
」
な
い
し
「
防
御
（
の
対
象
）
事
実
」
の
関
係

性
、
ひ
い
て
は
、
同
概
念
が
訴
因
の
特
定
や
変
更
の
限
界
づ
け
に
あ
た
っ
て
果
た
す
べ
き
役
割
が
不
当
に
看
過
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
公
訴
事
実
概
念
不
要
論
は
、「
審
判
対
象
論
」
に
お
け
る
訴
因
対
象
説
に
よ
る
釦ボ

タ
ンの

掛
け

違
え
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
釦
の
掛
け
違
え
を
解
消
し
、「
公
訴
事
実
」
概
念
を
同
概
念
不
要
論
に
よ
る
「
冤
罪
」

か
ら
救
済
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
に
よ
る
「
審
判
対
象
論
」
の
問
題
設
定
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
そ
の
「
公

（
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）

（
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）

（
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）
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論　　　説

訴
事
実
」
概
念
の
理
解
の
仕
方
に
着
目
し
て
改
め
て
検
討
し
直
し
た
上
で
、
そ
の
後
の
公
訴
事
実
概
念
不
要
論
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
継
承
し
、
ま
た
修
正
し
た
の
か
を
検
証
し
つ
つ
、「
公
訴
事
実
」
概
念
の
性
質
お
よ
び
内
容
の
関
連
条
文
の
文
言
に
即
し
た
解
明
を

試
み
る
と
と
も
に
、「
公
訴
の
対
象
事
実
」
論
が
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
」
に
お
い
て
も
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

酒
巻
匡
「
刑
事
訴
訟
法
理
論
の
現
代
的
意
義
」
井
上
正
仁
＝
酒
巻
匡
編
『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
六
頁
。
そ

の
ほ
か
、
戦
後
の
「
審
判
対
象
論
」
に
お
い
て
訴
因
対
象
説
が
通
説
化
し
、「
公
訴
事
実
」
概
念
が
無
内
容
化
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
三

井
誠
「
訴
因
制
度
の
意
義
─
─
訴
因
対
象
説
の
展
開
」
松
尾
浩
也
編
『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
一
二
四
頁
以
下
、

古
江
賴
隆
「
訴
因
の
変
更
」
法
学
教
室
三
六
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
一
頁
以
下
等
を
参
照
。

松
尾
浩
也
『
刑
事
法
学
の
地
平
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一
八
一
頁
、
酒
巻
・
前
掲
注
（
1
）
六
頁
。

平
野
龍
一
『
訴
因
と
証
拠
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
三
一
頁
。

松
尾
浩
也
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
─
─
そ
の
現
代
的
状
況
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
法
律
時
報
四
八
巻
一
〇
号
（
一
九
七
八
年
）
四
一

頁
。

田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
、
新
版
、
一
九
九
六
年
）
一
七
八
頁
。
同
書
は
、「
起
訴
状
に
『
訴
因
』
と
い
う
『
表
示
』（
項
目
）

は
な
い
」
の
は
、「
訴
訟
対
象
は
訴
因
だ
と
い
う
考
え
方
（
そ
れ
が
通
説
で
あ
る
）
に
立
つ
以
上
、
不
可
解
・
不
自
然
な
こ
と
」
で
あ
る
と
す

る
。

三
井
誠
『
刑
事
手
続
法
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
二
頁
。

そ
の
ほ
か
、
上
口
裕
「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」『
光
藤
景
皎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
上
巻
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
三
八
三
頁
も
、

「『
公
訴
事
実
の
同
一
性
（
審
判
対
象
の
同
一
性
）』
の
文
理
的
意
味
は
、『
当
該
手
続
の
審
判
対
象
と
し
て
同
一
で
あ
る
』、
あ
る
い
は
、『
等

し
く
当
該
手
続
の
審
判
対
象
に
な
り
う
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。

酒
巻
・
前
掲
注
（
1
）
六
頁
。

三
井
・
前
掲
注
（
1
）
一
二
四
頁
以
下
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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）
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「審判対象論」の功罪（一）﻿

三
井
・
前
掲
注
（
1
）
一
二
四
頁
。

平
野
龍
一
『
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
年
）
四
頁
以
下
参
照
。
同
書
は
、「
職
権
主
義
を
捨
て
て
当
事
者
主

義
を
と
る
」
こ
と
の
意
義
は
、「
ひ
と
口
で
い
え
ば
、
有
罪
の
認
定
を
よ
り
慎
重
に
、
よ
り
公
正
に
す
る
た
め
に
、
事
実
を
判
断
す
る
も
の
と

事
実
を
探
求
す
る
者
と
を
明
確
に
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

平
野
・
前
掲
注
（
3
）
三
一
頁
。

松
田
岳
士
「
刑
事
訴
訟
法
三
一
二
条
一
項
に
つ
い
て
（
二
）」
阪
大
法
学
六
一
巻
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
五
頁
以
下
。

最
大
判
昭
和
三
七
年
一
一
月
二
八
日
刑
集
一
六
巻
一
一
号
一
六
三
三
頁
。

最
決
平
成
二
六
年
三
月
一
七
日
刑
集
六
八
巻
三
号
三
百
六
八
頁
。

松
田
岳
士
「
訴
因
の
特
定
に
お
け
る
『
他
の
犯
罪
事
実
と
の
区
別
可
能
性
』
の
意
義
に
つ
い
て
（
三
・
完
）」
阪
大
法
学
七
一
巻
一
号

（
二
〇
二
一
年
）
一
頁
以
下
。

平
野
・
前
掲
注
（
3
）
三
一
頁
。

酒
巻
匡
「
刑
事
手
続
法
の
諸
問
題
─
─
公
訴
の
提
起
・
追
行
と
訴
因
⑴
」
法
学
教
室
二
九
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）
六
六
頁
は
、「『
公
訴
事

実
』
に
は
、
起
訴
状
の
公
訴
事
実
欄
に
記
載
さ
れ
た
犯
罪
事
実
を
超
え
る
意
味
内
容
は
な
」
く
、「
要
す
る
に
無
内
容
ま
た
は
訴
因
と
同
じ
も

の
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
現
在
か
ら
ふ
り
か
え
れ
ば
、
審
判
の
対
象
は
『
訴
因
』
か
『〔
旧
法
時
代
の
〕
公
訴
事
実
』
か
と
い
う
問
題
設
定

自
体
が
適
切
で
は
な
く
、
そ
れ
は
仮
象
の
問
題
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。

三
井
・
前
掲
注
（
1
）
一
二
七
頁
。

二　

訴
因
対
象
説
と
「
審
判
対
象
論
」

　

⑴　

現
行
刑
訴
法
施
行
当
初
の
「
審
判
対
象
論
」
は
、「
審
判
の
対
象
は
訴
因
か
公
訴
事
実
か
」
と
い
う
形
の
問
題
設
定
の
下
に
展

開
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
と
し
て
、
現
行
法
の
下
で
も
、「
裁
判
所
に
そ
の
審
判
を
請
求
さ
れ
訴
訟

係
属
を
生
じ
て
い
る
事
実
は
、
訴
因
で
は
な
く
、
訴
因
に
よ
っ
て
表
象
化
さ
れ
て
い
る
基
本
事
実
〔
た
る
公
訴
事
実
〕
で
あ
る
」
と
す

（
10
）

（
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）

（
12
）

（
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）

（
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）
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）

（
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）
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論　　　説

る
公
訴
事
実
対
象
説
、「
現
実
的
に
審
判
の
対
象
…
…
と
な
る
の
は
、
起
訴
状
に
訴
因
と
し
て
記
載
さ
れ
た
事
実
だ
け
で
あ
る
」
が
、

「
潜
在
的
に
は
、〔
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
犯
罪
事
実
と
単
一
か
つ
同
一
で
あ
る
〕
事
実
の
全
部
が
審
判
の
対
象
と
な
る
」
と
す
る
折

衷
説
、
そ
し
て
、「
そ
れ
に
つ
い
て
検
察
官
が
審
判
を
請
求
す
る
、
検
察
官
の
〔
具
体
的
事
実
の
〕
主
張
」
で
あ
る
「
訴
因
〔
の
み

が
〕
審
判
の
対
象
で
あ
〔
る
〕」
と
す
る
訴
因
対
象
説
が
対
立
し
て
き
た
が
、
全
体
的
な
議
論
の
展
開
と
し
て
は
、
当
初
は
、
公
訴
事

実
対
象
説
な
い
し
折
衷
説
が
有
力
で
あ
っ
た
も
の
の
、
次
第
に
そ
の
支
持
を
失
い
、「
訴
因
対
象
説
が
漸
次
多
く
の
賛
同
を
得
て
通
説

化
し
て
い
」
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
審
判
対
象
論
」
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
「
審
判
の
対
象
事
実
」
と
し
て
、「
公
訴
事
実
」
を
「
訴
因
」

と
対
置
す
る
と
い
う
問
題
設
定
の
あ
り
方
自
体
の
妥
当
性
に
根
本
的
な
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
公
訴
事
実
」
が
「
公
訴
の
対
象

事
実
」
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
審
判
の
対
象
事
実
」（
な
い
し
「
防
御
の
対
象
事
実
」）
に
対
応
し
、
こ
れ
と
並
置
さ
れ

る
べ
き
概
念
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
、
不
告
不
理
の
原
則
の
下
で
は
、「
公
訴
」
の
対
象
事
実
が
「
審
判
」（
な
い
し

「
防
御
」）
の
対
象
事
実
と
な
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
審
判
の
対
象
（
事
実
）」
の
択
一
的
選
択
肢
と
し
て

「
訴
因
」
と
対
置
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
に
お
い
て
も
、「
公
訴
事
実
」
と
「
訴
因
」
は
、「
内
容
的
又
は
実
体
的
に
は
─
─
す
な
わ

ち
『
事
件
』
と
し
て
は
─
─
公
訴
事
実
が
審
判
の
対
象
な
の
で
あ
る
が
、
形
式
的
又
は
表
現
的
に
は
─
─
訴
訟
追
行
の
目
的
と
し
て
は

─
─
専
ら
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
訴
因
が
審
判
の
対
象
で
あ
る
」
か
ら
、「
全
く
別
個
の
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
」
り
、

「
こ
れ
か
・
あ
れ
か
と
い
う
考
え
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
は
、「
こ
と

は
訴
訟
の
構
造
の
基
本
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
へ
の
決
断
を
必
要
と
す
る
問
題
」
で
あ
る
か
ら
、「
公
訴
事
実
と
訴
因

と
は
別
個
の
も
の
で
は
な
い
、
公
訴
事
実
が
起
訴
状
に
書
か
れ
た
も
の
が
訴
因
な
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
平
面
的
な
理
解
の
し
か
た
で

（
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「審判対象論」の功罪（一）﻿

は
、
解
明
で
き
な
い
」
と
し
て
、
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、
右
の
見
解
が
、「
公
訴
事
実
」
は
「
検
察
官
に
よ
っ
て
審
判
を
請
求
さ
れ
た
当
の
犯
罪
事
実
」
で
あ
り
、「
訴
因
」
は
そ

の
「
起
訴
状
に
お
け
る
形
式
的
表
示
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
と
き
、
そ
こ
で
は
、
前
者
が
「
職
権
主
義
的
な
実
体
形
成
の
面
に
お
け
る

概
念
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
当
事
者
主
義
的
な
訴
訟
追
行
の
面
に
お
け
る
概
念
」
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
上
で
、
同
見
解
は
、「
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
当
事
者
主
義
に
徹
す
る
な
ら
ば
、
訴
因
と
い
う
概
念
だ
け
で
足
り
る
筈
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、

現
行
刑
訴
法
は
、
職
権
主
義
の
基
底
の
上
に
当
事
者
訴
訟
の
構
造
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
公
訴
事
実
と
訴
因
と
い
う
二
つ

の
概
念
を
必
要
と
す
る
」
旨
説
明
す
る
点
に
お
い
て
、
現
行
刑
訴
法
の
「
訴
訟
構
造
の
違
い
」
あ
る
い
は
「
政
策
的
な
目
的
」
を
曖
昧

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

し
か
し
、
他
方
で
、「
公
訴
事
実
」
が
「
公
訴
の
対
象
事
実
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
公
訴
事
実
が
起
訴
状
に
書
か

れ
た
も
の
が
訴
因
な
の
だ
、
と
い
う
…
…
理
解
の
し
か
た
」
を
、「
平
面
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
一
概
に
退
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
は
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
も
、「
訴
因
」
を
、「
そ
れ
に
つ
い
て
検
察
官
が
審
判
を
請
求
す
る
、
検
察
官

の
主
張
」
と
し
て
定
義
す
る
と
こ
ろ
、「
公
訴
」
が
、
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所
に
審
判
を
請
求
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
「
公
訴
の
対
象
事
実
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で

は
、「
訴
因
」
と
は
「
公
訴
事
実
が
起
訴
状
に
書
か
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、「
審
判
の
対
象
」
に
つ
い
て
も
、

「
訴
因
か
公
訴
事
実
か
と
い
う
よ
う
に
『
あ
れ
か
、
こ
れ
か
』
と
い
う
考
え
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
」
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
が
、「
審
判
対
象
論
」
の
問
題
提
起
の
方
法
を
「
正
当
な
も
の
」
と
評
価
す
る
の
は
、

「
公
訴
事
実
」
と
「
訴
因
」
を
そ
の
「
性
質
」
に
お
い
て
「
別
個
の
も
の
」
と
し
て
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
見
解
は
、

（
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（
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「
公
訴
事
実
と
い
う
こ
と
ば
」
を
、「
旧
法
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
」
用
法
に
従
い
、「
嫌
疑
を
さ
す
も
の
」、
あ
る
い
は
「
存
在
す
る

事
実
、
証
明
さ
れ
た
事
実
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
一
方
で
、「
訴
因
」
を
「
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
」、
あ
る
い
は
「
主

張
さ
れ
た
事
実
、
観
念
形
象
た
る
事
実
」
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
と
対
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
公
訴
事
実
」
の

「
性
質
」
に
つ
い
て
、
同
見
解
が
、
こ
れ
を
「
嫌
疑
」、
あ
る
い
は
「
存
在
す
る
事
実
、
証
明
さ
れ
た
事
実
」
と
す
る
根
拠
は
、
同
術

語
が
「
旧
法
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
」
用
法
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
行
刑
訴
法
に
お
け
る
「
公
訴
事
実
」
の
語
を
こ
の
よ
う
な
用

法
に
従
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
公
訴
事
実
」
の
術
語
も
、「
訴
因
」
と
同
様
に
、「
刑

事
訴
訟
法
の
条
文
に
登
場
し
た
の
は
、
現
行
法
が
初
め
て
」
で
あ
る
以
上
、
そ
の
性
質
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
は
、「
旧
法
時
代
の
意

味
と
は
無
関
係
に
」、
現
行
刑
訴
法
の
関
連
規
定
の
文
言
に
即
し
て
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

⑵　

そ
こ
で
、
改
め
て
刑
訴
法
の
主
要
な
関
連
規
定
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
同
法
二
五
六
条
二
項
が
、「
公
訴
事
実
」
を
、「
被
告

人
の
氏
名
そ
の
他
被
告
人
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項
」
や
「
罪
名
」
と
並
ん
で
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
「
事
項
」
の
一
つ
と
し

て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
概
念
は
、
基
本
的
に
、
起
訴
状
の
必
要
的
記
載
「
事
項
」（
の
名
称
）
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
条
三
項
が
、「
公
訴
事
実
は
、
訴
因
を
明
示
し
て
こ
れ
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
の
も
、

同
様
に
、
こ
の
よ
う
な
「
事
項
」
一
般
に
つ
い
て
の
記
載
方
法
な
い
し
形
式
を
定
め
る
趣
旨
に
解
さ
れ
る
。

　

仮
に
「
公
訴
事
実
」
概
念
の
性
質
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
語
は
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
具
体
的
な
「
事

実
」
そ
れ
自
体
を
指
示
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
に
、
記
載
「
事
項
」
と

は
、
記
載
さ
れ
る
べ
き
事
柄
一
般
に
共
通
し
て
妥
当
す
べ
き
一
定
の
「
属
性
」
を
示
す
概
念
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
る
個
別
具
体

的
な
事
柄
の
（「
属
性
」
の
対
義
語
と
し
て
の
）「
実
体
」
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
刑
訴
法
二
五
六
条
二
項
・
三
項
の
「
公
訴
事
実
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
備
え
る
べ
き
「
属
性
」
の
内
容
は
、

（
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そ
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、「
公
訴
の
事
実
的
対
象
と
さ
れ
る
」
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
こ
こ

に
「
事
実
的
」
と
は
、
─
─
公
訴
の
対
象
「
事
件
」
は
、
人
お
よ
び
事
実
に
よ
っ
て
（
あ
る
い
は
、
人
的
お
よ
び
事
実
的
に
）
特
定
さ

れ
る
と
こ
ろ
─
─
そ
の
「（
人
で
は
な
く
）
事
実
で
あ
る
」
と
い
う
「
属
性
」
を
指
し
、
ま
た
、「
公
訴
の
…
…
対
象
で
あ
る
」
と
は
、

「
検
察
官
が
裁
判
所
の
審
判
を
請
求
す
る
」、
あ
る
い
は
「
検
察
官
に
よ
る
裁
判
所
へ
の
審
判
請
求
の
対
象
と
さ
れ
る
」
と
い
う
「
属

性
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
検
察
官
が
、
こ
の
よ
う
に
、
一
定
の
事
実
に
つ
い
て
裁
判
所
の
審
判
を
請
求
す
る
の
は
、

─
─
刑
事
訴
訟
の
目
的
が
刑
罰
法
令
の
適
用
実
現
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
刑
訴
法
三
三
九
条
二
号
が
、「
起
訴
状
に
記
載
さ
れ

た
事
実
が
真
実
で
あ
つ
て
も
、
何
ら
の
罪
と
な
る
べ
き
事
実
を
包
含
し
て
い
な
い
と
き
」
に
は
公
訴
が
棄
却
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
定
め

る
こ
と
か
ら
し
て
も
─
─
そ
れ
が
被
告
人
に
対
す
る
刑
事
責
任
の
追
及
事
由
と
な
る
た
め
で
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、「
公
訴
事

実
」
と
し
て
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
事
実
は
、「
刑
事
責
任
の
追
及
事
由
と
な
る
」
と
い
う
「
属
性
」
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
「（
そ
れ
が
真
実
で
あ
れ
ば
）
刑
事
責
任
の
発
生
原
因
と
な
る
よ
う
な
事
実
」
と
し
て
、「
何
ら
か

の
犯
罪
を
構
成
し
、
か
つ
、
過
去
に
一
回
限
り
の
出
来
事
と
し
て
起
こ
っ
た
」
と
い
う
「
属
性
」
を
備
え
た
事
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
単
位
」
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
追
及
さ
れ
る
べ
き
刑
事
責
任
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
刑
訴
法
二
五
六
条
二
項
・
三
項
に
い
う
「
公
訴
事
実
」
が
、
こ
の
よ
う
に
、「
公
訴
の
事
実
的
対
象
と
さ
れ
る
」、
あ
る
い

は
「
被
告
人
に
対
す
る
刑
事
責
任
の
追
及
理
由
と
し
て
、
検
察
官
に
よ
る
裁
判
所
へ
の
審
判
請
求
の
事
実
的
対
象
と
さ
れ
る
」
こ
と
を

内
容
と
す
る
、
起
訴
状
の
一
記
載
事
項
が
備
え
る
べ
き
「
属
性
」
を
表
す
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
法
三
一
二
条
一
項
が
訴
因
変
更

の
限
界
を
画
す
る
基
準
を
「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」
に
求
め
る
意
義
も
容
易
に
了
解
可
能
と
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
理
解

の
下
で
は
、
そ
れ
は
、
複
数
訴
因
間
に
お
け
る
「
公
訴
の
事
実
的
対
象
」
と
し
て
の
同
一
性
、
す
な
わ
ち
、「
同
一
公
訴
の
事
実
的
対

象
と
な
る
よ
う
な
関
係
」、
あ
る
い
は
、「
被
告
人
に
対
す
る
同
一
の
刑
事
責
任
の
追
及
理
由
と
な
る
よ
う
な
関
係
」
を
意
味
す
る
も
の

（
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と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

⑶　

こ
れ
に
対
し
て
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
が
、「
公
訴
事
実
」
に
つ
い
て
、「
旧
法
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
」
用
法
に
従
い
、

「
嫌
疑
を
さ
す
」、
あ
る
い
は
「
存
在
す
る
事
実
、
証
明
さ
れ
た
事
実
」
で
あ
る
と
い
う
と
き
、
そ
の
文
言
は
一
切
考
慮
に
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
同
術
語
は
、
起
訴
状
記
載
「
事
項
」
で
は
な
く
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
事
実
そ
れ
自
体
を
指
示
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
存
在
す
る
」、
あ
る
い
は
、「
証
明
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
「
事
項
」
一
般
が
備
え
る
べ
き
「
属
性
」
と
い
う
よ
り
は
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
具
体
的
事
実
に

つ
い
て
問
題
と
な
る
性
質
の
「
属
性
」
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

実
際
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
は
、
刑
訴
法
三
一
二
条
一
項
に
い
う
「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」
は
「
訴
因
と
訴
因
と
の
関
係
を
い

う
」
と
し
た
上
で
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
法
「
二
五
六
条
で
、
起
訴
状
に
『
公
訴
事
実
』
を
記
載
せ
よ
と
い
う
の
は
、
お
か
し

い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
」
が
出
て
く
る
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
の
も
、
同
見
解
が
、
刑
訴
法
二
五
六
条
の

「
公
訴
事
実
」
を
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
具
体
的
事
実
そ
れ
自
体
を
指
示
す
る
語
と
し
て
理
解
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
に
対
し
て
、「
公
訴
事
実
」
の
語
が
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
事
柄
が
備
え
る
べ
き
「
公
訴
の
事
実
的
対
象
で
あ
る
」
と
い
う
「
属

性
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
─
─
「
同
じ
言
葉
で
も
、
違
っ
た
ふ
う
に
解
釈
し
て
、
実
質
的
な
一
貫
性
を
も
た
せ
る
」
ま

で
も
な
く
─
─
「
公
訴
事
実
の
同
一
性
」
は
、
複
数
訴
因
間
に
お
け
る
「
同
一
公
訴
の
事
実
的
対
象
と
な
り
う
る
」
と
い
う
「
訴
因
と

訴
因
の
関
係
」
性
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
が
、「
公
訴
事
実
」
の
語
を
、「
旧
法
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
」
用
法
に
即
し
て
、「
嫌
疑
」、

あ
る
い
は
「
存
在
す
る
事
実
、
証
明
さ
れ
た
事
実
」
を
指
示
す
る
も
の
と
し
た
の
は
、
─
─
「
立
法
者
は
、
十
分
理
論
的
に
考
え
ぬ
い

て
言
葉
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
〔
な
い
〕
し
、
と
く
に
訴
訟
構
造
の
変
化
を
十
分
自
覚
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
〔
な
い
〕
の
で
、
言

（
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葉
使
い
が
完
全
で
は
〔
な
い
〕」
と
の
認
識
の
も
と
に
─
─
関
連
規
定
の
文
言
を
無
視
し
て
で
も
、
現
行
刑
訴
法
に
よ
る
職
権
主
義
か

ら
当
事
者
主
義
へ
の
「
訴
訟
の
構
造
」
の
転
換
を
「
基
礎
理
論
」
に
「
反
映
」
さ
せ
る
た
め
に
、
─
─
「
審
判
の
対
象
の
範
囲
い
か
ん

の
問
題
」
に
加
え
て
─
─
「
審
判
の
対
象
の
性
質
い
か
ん
」、
す
な
わ
ち
、「
審
判
の
対
象
は
嫌
疑
な
の
か
、
そ
れ
と
も
主
張
、
す
な
わ

ち
主
張
さ
れ
た
観
念
形
象
な
の
か
」
と
い
う
問
題
を
「
審
判
対
象
論
」
に
取
り
込
も
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
審
判
の
対
象
の
性
質
」
論
は
、
そ
の
実
質
的
内
容
か
ら
す
る
と
、
真
に
「
審
判
の
対
象
事
実
」
の
「
性

質
」
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
す
ら
疑
問
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
に
よ
っ
て
、
審
判
の
対
象
事
実
の
「
性
質
」
と
し
て
、「
嫌
疑
」
と
「
主
張
」
が
対
置
さ
れ
た
の

は
、
─
─
旧
刑
訴
法
の
下
で
は
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
「
犯
罪
事
実
」
は
「
嫌
疑
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
っ
し
ょ
に
提
出
さ

れ
る
一
件
記
録
と
あ
い
ま
っ
て
、
嫌
疑
を
裁
判
所
に
伝
達
す
る
手
段
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
─
─
現
行
刑
訴
法
の
下
で
は
、
起
訴
状

一
本
主
義
の
採
用
に
よ
り
「
裁
判
所
の
も
つ
嫌
疑
と
、
捜
査
機
関
の
も
つ
嫌
疑
と
は
断
絶
し
た
」
以
上
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
「
訴

因
」
は
、「
嫌
疑
の
化
体
」
で
は
な
く
、「
検
察
官
が
証
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
ら
が
何
か
を
示
す
も
の
」
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、「
実

体
形
成
の
目
標
で
あ
っ
て
、
そ
の
反
映
で
は
な
い
」
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
旧
刑
訴
法
に
つ
い
て
も
、「
犯
罪
事
実
と
し
て
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
実
際
上
、
現
行
法
の
下
に
お
け

る
と
大
差
が
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
、
ま
た
、「
起
訴
と
い
う
こ
と
は
主
張
で
あ
り
、
起
訴
状
記
載
の
犯
罪
事
実
は
、
主
張
さ
れ
た
事
実

で
あ
っ
た
」
と
の
見
方
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
起
訴
状
一
本
主
義
の
導
入
に
よ
る
「
裁
判
所
の
も
つ
嫌
疑
」
と
「
捜
査

機
関
の
も
つ
嫌
疑
」
の
断
絶
は
、
検
察
官
に
よ
る
公
訴
の
対
象
事
実
の
認
定
や
そ
の
起
訴
状
へ
の
記
載
そ
れ
自
体
の
あ
り
方
に
根
本
的

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
「
審
判
の
対
象
の
性
質
」
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
実
質
的
に
は
、「
公
訴
事
実
」
と

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）
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し
て
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
具
体
的
事
実
そ
れ
自
体
の
客
観
的
な
「
性
質
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
裁
判
所
が
、
そ
の
事
実
を
専
ら
実

体
形
成
の
「
目
標
」
と
し
て
扱
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
「
反
映
」
と
し
て
も
扱
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
裁
判
所
の
役
割
は
、
検

察
官
か
ら
引
き
継
い
だ
嫌
疑
を
「
確
か
め
る
た
め
に
さ
ら
に
実
体
形
成
を
続
け
る
」
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
検
察

官
の
主
張
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
」
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
が
「
審
判
の
対
象
の
性
質
」
の
名
の
下
に
議
論
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
実
質
的
に
は
、
公
訴
な
い
し
審
判
の
対

象
事
実
そ
れ
自
体
の
「
性
質
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
裁
判
所
が
そ
れ
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
扱
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
裁
判
所

の
役
割
な
い
し
審
判
の
目
的
は
、
実
体
形
成
の
継
続
と
検
察
官
の
主
張
の
吟
味
の
い
ず
れ
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
、
本
来
、「
審
判
対
象
」
論
と
は
「
別
個
の
も
の
」
と
し
て
、「
審
判
の
目
的
」
論
、
あ
る
い
は
「
裁
判

所
の
役
割
」
論
の
名
の
下
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

⑷　

こ
の
よ
う
に
、
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
が
「
審
判
の
対
象
は
訴
因
か
、
公
訴
事
実
か
」
と
い
う
「
審
判
対
象
論
」
の
問
題
設
定

を
「
正
当
な
も
の
」
と
評
価
す
る
前
提
と
し
て
の
「
公
訴
事
実
」
概
念
の
性
質
お
よ
び
内
容
の
理
解
の
妥
当
性
に
は
、
関
連
規
定
の
文

言
解
釈
と
い
う
観
点
か
ら
根
本
的
な
疑
義
が
あ
り
、
ま
た
、
同
見
解
が
、「
審
判
の
対
象
は
嫌
疑
な
の
か
、
そ
れ
と
も
主
張
、
す
な
わ

ち
主
張
さ
れ
た
観
念
形
象
な
の
か
」
と
い
う
形
で
問
題
と
し
た
「
審
判
の
対
象
の
性
質
」
論
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
名
に
値
す
る
問
題
で

あ
っ
た
か
す
ら
疑
わ
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
訴
因
対
象
説
の
主
唱
者
に
よ
る
「
審
判
対
象
論
」、
と
り
わ
け
、「
審
判
の
対
象
の
性
質
」
論
は
、「
理
念

の
変
革
、
す
な
わ
ち
捜
査
と
公
判
と
の
断
絶
（
起
訴
状
一
本
主
義
）、
当
事
者
主
義
の
実
質
化
、
職
権
主
義
の
廃
絶
…
…
が
一
般
に
浸

透
し
て
い
く
に
つ
れ
て
」、「
漸
次
多
く
の
賛
同
を
得
て
通
説
化
し
」
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
同
説
を
採
用
な
い
し
支
持
す
る
そ
の

後
の
学
説
に
お
い
て
は
、
現
行
刑
訴
法
の
「
政
策
的
な
目
的
」、
あ
る
い
は
当
事
者
主
義
と
い
う
「
訴
訟
構
造
」
─
─
す
な
わ
ち
、「
現

（
44
）

（
45
）

（
46
）
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行
法
が
、
旧
法
の
職
権
主
義
を
捨
て
て
、
当
事
者
主
義
を
と
っ
た
こ
と
」
─
─
は
、「
審
判
の
対
象
（
事
実
）」
の
「
性
質
」
を
、「
主

張
、
す
な
わ
ち
主
張
さ
れ
た
観
念
形
象
」
た
る
「
訴
因
」
に
求
め
る
こ
と
を
介
し
て
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
」
に
「
反
映
」
さ
れ

る
と
の
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
方
で
、「
公
訴
事
実
」
は
、
旧
刑
訴
法
あ
る
い
は
職
権
主
義
的
訴
訟
構
造
の
「
残

存
」
の
象
徴
と
し
て
、
忌
避
あ
る
い
は
無
内
容
化
さ
れ
る
べ
き
概
念
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、

そ
の
後
の
訴
因
論
か
ら
「
公
訴
の
対
象
（
事
実
）」
の
概
念
が
放
逸
さ
れ
、
訴
因
に
関
す
る
諸
問
題
が
無
前
提
か
つ
一
律
に
「
審
判
の

対
象
（
事
実
）」（
な
い
し
「
防
御
の
対
象
（
事
実
）」）
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
主
要
な
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

宮
下
明
義
『
新
刑
事
訴
訟
法
逐
条
解
説
Ⅱ
』（
司
法
警
察
研
究
会
公
安
発
行
所
、
一
九
四
九
年
）
一
五
六
頁
。
な
お
、
旧
仮
名
遣
い
・
字

体
は
、
現
代
仮
名
遣
い
・
字
体
に
変
換
の
上
引
用
す
る
。

団
藤
重
光
『
新
刑
事
訴
訟
法
綱
要
』（
創
文
社
、
七
訂
版
、
一
九
六
七
年
）
二
〇
五
頁
。

平
野
龍
一
『
刑
事
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
）
一
三
一
頁
以
下
。

三
井
・
前
掲
注
（
1
）
一
二
五
頁
。

小
野
清
一
郎
「
新
刑
訴
と
構
成
要
件
理
論
」
刑
法
雑
誌
三
巻
二
号
（
一
九
五
二
年
）
一
四
頁
。
そ
の
ほ
か
、
小
瀬
保
郎
「
訴
因
と
審
判
の

対
象
」
熊
谷
弘
ほ
か
『
公
判
法
大
系
Ⅱ 

第
二
編 
公
判
・
裁
判
⑴
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
）
二
四
〇
頁
も
、「
審
判
の
対
象
は
公
訴
事

実
と
訴
因
の
い
ず
れ
か
と
い
う
問
題
の
提
起
は
妥
当
で
な
い
」
と
し
、
山
崎
清
『
刑
法
理
論
の
再
建
』（
有
精
堂
、
一
九
七
〇
年
）
一
五
〇
頁

は
、「
審
判
の
対
象
が
訴
因
で
あ
る
か
公
訴
事
実
で
あ
る
か
が
争
わ
れ
て
い
る
の
は
、
審
判
の
対
象
と
い
う
言
葉
で
、
現
実
の
課
題
を
意
味
さ

せ
る
か
、
可
能
性
あ
る
そ
れ
を
含
ま
せ
る
か
、
と
い
う
命
名
上
の
相
違
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
こ
ろ
、「
そ
の
よ
う
な
命
名
上
の
主
張
か
ら
、

新
刑
訴
に
お
け
る
新
し
い
実
質
的
争
点
〔
で
あ
る
〕
訴
因
の
同
一
性
の
範
囲
、
訴
因
変
更
命
令
の
効
力
、
訴
因
逸
脱
の
場
合
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
の
実
質
的
結
論
が
、
ど
う
し
て
導
か
れ
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
か
」
と
の
疑
問
を
提
示
し
て
い
た
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
七
四
頁
。

小
野
・
前
掲
注
（
24
）
一
四
頁
以
下
。
同
見
解
は
、
そ
の
意
味
で
、「
公
訴
事
実
」
の
語
を
、
旧
刑
訴
法
下
で
用
い
ら
れ
て
き
た
用
法
に

従
っ
て
理
解
し
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
当
初
の
訴
因
対
象
説
と
同
様
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

（
47
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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平
野
・
前
掲
注
（
3
）
四
頁
参
照
。
な
お
、
平
野
・
前
掲
注
（
11
）
八
五
頁
は
、
折
衷
説
に
対
し
て
、「
も
と
も
と
審
判
の
対
象
は
訴
因

か
公
訴
事
実
か
と
問
う
の
は
、
裁
判
所
は
ど
の
範
囲
ま
で
審
判
の
権
利
・
義
務
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
」
で
あ
る
か
ら
、「
訴
因
も
公
訴

事
実
も
と
も
に
『
審
判
の
対
象
』
だ
と
い
う
の
で
は
問
題
の
解
決
に
な
〔
ら
な
い
〕」
と
の
批
判
を
向
け
て
も
い
た
。

平
野
・
前
掲
注
（
22
）
一
三
一
頁
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
七
四
頁
は
、「
旧
法
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
公
訴
事
実
と
い
う
こ
と
ば
は
、
…
…
嫌
疑
を
さ
す
も
の
と
考
え
て
よ

い
」
と
す
る
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
一
五
頁
は
、「
起
訴
状
に
…
…
記
載
さ
れ
た
犯
罪
事
実
の
性
格
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
嫌
疑
」
を
「
存
在
す
る

事
実
、
証
明
さ
れ
た
事
実
」
と
、「
主
張
」
を
「
主
張
さ
れ
た
事
実
、
観
念
形
象
た
る
事
実
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。

松
尾
・
前
掲
注
（
2
）
一
七
二
頁
。

酒
巻
・
前
掲
注
（
18
）
六
六
頁
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、「
公
訴
事
実
」
の
語
が
、
─
─
た
と
え
ば
、「
本
件
公
訴
事
実
」、
あ
る
い
は
、「
当
該
公
訴
事
実
」
と
い
う
形
で

用
い
ら
れ
る
場
合
の
よ
う
に
─
─
起
訴
状
の
「
公
訴
事
実
」
欄
に
記
載
さ
れ
る
具
体
的
な
事
実
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
ま
で
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
術
語
は
、（「
属
性
」
の
対
義
語
と
し
て
の
）「
実
体
」
と

し
て
の
「
事
実
」
の
指
示
に
主
眼
を
お
く
も
の
で
は
な
く
、「
公
訴
の
事
実
的
対
象
と
さ
れ
る
」
と
い
う
「
属
性
」
を
問
題
と
す
る
も
の
と
し

て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
こ
に
「
過
去
に
一
回
限
り
の
出
来
事
と
し
て
起
こ
っ
た
」
と
は
、「
特
定
の
」、「
具
体
的
な
」、
あ
る
い
は
、「
歴
史
的
な
」
と
も
言
い

換
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
平
野
・
前
掲
注
（
3
）
三
〇
頁
が
、「
訴
因
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
特
定
の
具
体
的
な
、
一
回
限
り
の
事
実
を
観

念
形
象
化
し
た
も
の
だ
」
と
す
る
の
も
、
そ
の
「
刑
事
責
任
の
追
及
事
由
と
な
る
」
と
い
う
「
属
性
」
を
問
題
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
松
田
・
前
掲
注
（
13
）
三
八
頁
以
下
、
宇
藤
崇
＝
松
田
岳
士
＝
堀
江
慎
司
『
刑
事
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
、

第
二
版
、
二
〇
一
二
年
）
二
三
八
頁
以
下
〔
松
田
岳
士
〕
参
照
。

平
野
・
前
掲
注
（
3
）
三
一
頁
は
、「
公
訴
事
実
」
の
語
に
つ
い
て
、
刑
訴
法
の
「
言
葉
使
い
」
が
完
全
で
は
な
い
た
め
、「
同
じ
言
葉
で

も
、
違
っ
た
ふ
う
に
解
釈
し
て
、
実
質
的
な
一
貫
性
を
も
た
せ
る
の
が
、
解
釈
者
の
任
務
」
で
あ
る
と
す
る
。

他
方
、「
訴
因
」
の
語
に
つ
い
て
も
、
刑
訴
法
二
五
六
条
三
項
が
、「
公
訴
事
実
は
、
訴
因
を
明
示
し
て
こ
れ
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）
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い
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
る
具
体
的
事
実
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、「
公
訴
の
対
象
事
実
」

と
な
る
「
罪
と
な
る
べ
き
事
実
」
の
記
載
方
式
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
訴
因
は
、「
起
訴
状
に
お

け
る
公
訴
事
実
記
載
の
形
式
」
で
あ
る
と
の
説
明
（
団
藤
重
光
「
訴
因
に
つ
い
て
の
試
論
」
小
野
清
一
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
刑
事
法
の

理
論
と
現
実
⑵
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
一
年
）
一
八
頁
）
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
正
当
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

平
野
・
前
掲
注
（
3
）
三
一
頁
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
頁
以
下
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
七
四
頁
以
下
は
、「『
審
判
の
対
象
は
訴
因
か
公
訴
事
実
か
』
と
い
う
問
題
」
に
は
、「
審
判
の
対
象
の
性
質
い
か

ん
の
問
題
」
と
「
審
判
の
対
象
の
範
囲
い
か
ん
の
問
題
」
と
い
う
「
二
つ
の
面
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
い
ち
お
う
別
個
の
も
の
」
だ
が
、

「
た
が
い
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
」
と
す
る
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
頁
以
下
。

横
川
敏
雄
「
審
判
の
範
囲
と
訴
因
及
び
公
訴
事
実
」
団
藤
重
光
編
『
法
律
実
務
講
座
刑
事
篇
第
五
巻
第
一
審
公
判
⑴
』（
有
斐
閣
、
一
九

五
四
年
）
八
六
二
頁
。
同
論
文
は
、「
旧
法
の
下
で
は
、
罰
条
の
記
載
及
び
訴
因
の
明
示
が
要
求
さ
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
追
加
、
変
更
等
の
問
題

も
な
か
っ
た
の
で
、
犯
罪
事
実
の
摘
示
に
つ
い
て
、
今
日
ほ
ど
法
律
的
厳
格
さ
が
要
求
さ
れ
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
原
文
）」
と
す
る
が
、
こ
の
変

化
は
、
起
訴
状
一
本
主
義
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
訴
因
制
度
の
導
入
に
起
因
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
崎
・
前
掲
注
（
24
）
一
四
九
頁

平
野
・
前
掲
注
（
3
）
二
〇
頁
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
五
四
頁
も
、「
訴
因
を
主
張
と
考
え
る
か
嫌
疑
と
考
え
る
か
は
、
単
に
論
理
の
問
題
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
心
が

ま
え
の
問
題
」
で
あ
る
と
す
る
。

三
井
・
前
掲
（
1
）
一
二
五
頁
。

平
野
・
前
掲
注
（
11
）
一
頁
以
下
。
平
野
・
前
掲
注
（
3
）
八
八
頁
は
、「
訴
因
論
の
根
本
問
題
」
は
、「
新
刑
事
訴
訟
法
を
い
か
な
る
程

度
に
当
事
者
主
義
化
し
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
か
」
に
あ
り
、「
こ
の
基
本
的
な
立
場
の
如
何
」
に
よ
っ
て
、「
審
判
の
対
象
は
訴
因
で
あ
る

か
、
そ
れ
と
も
公
訴
事
実
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
「
異
な
っ
た
結
論
が
生
ま
れ
る
」
と
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
に
対
し
て
は
、
当
事
者
主
義
的
訴
訟
構
造
か
ら
審
判
対
象
訴
因
説
を
導
き
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
…
…
実
質
的
諸
結
論
を
引
き
出
す
、
と
い
う

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）
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論　　　説

道
筋
は
、
全
く
説
明
上
の
便
宜
と
し
て
は
と
も
か
く
、
論
理
的
に
は
、
ト
ウ
ト
ロ
ジ
ー
を
重
ね
て
い
る
に
す
ぎ
〔
な
い
〕」
と
の
批
判
も
あ
っ

た
（
山
崎
・
前
掲
注
（
24
）
一
五
〇
頁
）。

＊�　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
🄒
「
訴
因
論
・
判
決
理
由
論
の
再
構
成
─
─
公
訴
・
防
御
・
審
判
の
対
象
事
実
論
の
体
系
的
構

築
」（
令
和
二
～
四
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（阪大法学）71（5-18）　1194〔2022. 1 〕


